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相
談
事
例
１

新
幹
線
の
な
か
で
、
ス
ー
ツ
の
上
着
を
脱
い
で
席

を
立
っ
た
間
に
、
現
金
と
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
入

り
の
財
布
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に

警
察
へ
届
け
、
カ
ー
ド
発
行
会
社
に
も
紛
失
手
続
き

を
し
た
。
運
転
免
許
証
は
再
交
付
さ
れ
る
が
、
運
転

免
許
証
だ
け
で
消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
金
は
で

き
る
の
か
。
被
害
防
止
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。

（
57
歳
　
男
性
）

相
談
事
例
２

家
に
泥
棒
が
入
り
、
現
金
の
ほ
か
、
事
業
用
と
個

人
用
の
実
印
２
本
、
銀
行
の
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
、
国
民
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
が
盗

ま
れ
た
。
警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
、
運
転
免
許
証

と
銀
行
や
カ
ー
ド
発

行
会
社
へ
の
手
配
は

し
た
が
、
あ
と
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
。
事

業
関
係
に
つ
い
て
は

法
務
局
に
相
談
す
る
。

（
53
歳
　
男
性
）

運
転
免
許
証
は
写
真
付
き
な
の
で
、
別

人
の
使
用
は
難
し
い
と
考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
巧
妙
な
方
法
で
悪
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

個
人
用
の
実
印
の
盗
難
な
ど
に
つ
い

て
、

市
民
課
で
は
、
電
話
に
よ
る
緊

急
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
申
請
す

れ
ば
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
を
、
電

話
し
た
日
か
ら
１
週
間
停
止
で
き
ま
す
。

そ
の
間
に
、

市
民
課
窓
口
へ
来
所
し

て
、
印
鑑
登
録
抹
消
の
手
続
き
を
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
用
の
実
印

に
関
し
て
は
、
法
務
局
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
証
は
、

保
険
年
金

課
で
再
発
行
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
一

方
、
健
康
保
険
組
合
や
政
府
管
掌
、
共

済
組
合
な
ど
が
発
行
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
発
行
事
業
者
へ
再
発
行
の
申
し
出
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
盗
難
、

紛
失
し
た
保
険
証
と
同
一
内
容
の
も
の
が

再
発
行
さ
れ
、
盗
難
、
紛
失
し
た
保
険
証

を
無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
一
刻
も
早
い
警
察
へ
の
届

け
出
が
重
要
で
す
。
届
出
日
と
警
察
の
受

理
番
号
を
控
え
て
お
き
、
万
一
の
事
態
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

運
転
免
許
証
や
、
健
康
保
険
証
の
盗
難

な
ど
で
、
一
番
考
え
ら
れ
る
被
害
は
、
こ

れ
ら
の
本
人
確
認
資
料
を
悪
用
し
、
本
人

に
成
り
す
ま
し
た
第
三
者
に
、
金
融
機
関

な
ど
か
ら
借
金
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。
こ

の
場
合
の
防
止
対
策
と
し
て
、
各
金
融
機

関
が
所
属
す
る
信
用
情
報
機
関
に
設
け
ら

れ
て
い
る
「
本
人
申
告
制
度
」
を
早
急
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
制
度
は
、
本
人

確
認
資
料
を
紛
失
や
盗
難
し
た
と
き
に
、

第
三
者
に
よ
る
悪
用
を
防
ぐ
た
め
、
自
分

の
個
人
情
報
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
。
金
融
機
関

は
、
融
資
に
先
だ
ち
、
所
属
す
る
信
用
情

報
機
関
で
融
資
申
込
者
の
信
用
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
事
前
の
本
人
申
告
に
よ
る
効
果

が
期
待
で
き
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
全
て
の
金
融
機
関
が
各
信
用

情
報
機
関
に
所
属
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
悪
用
の
方
法
は
借
金

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

本
人
申
告
制
度
で
す
べ
て
の
被
害
が
未
然

に
防
止
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
に
も
ま
し
て
、
紛
失
や
盗
難
の
未
然
防

止
が
大
切
で
す
。

な
お
、
信
用
情
報
機
関
に
は
消
費
者
金

融
系
、
銀
行
系
、
信
販
系
な
ど
が
あ
り
、

費
用
や
申
し
込
み
方
法
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
で
は
、
４
か
月
児
乳
幼
児
健

康
診
査
の
と
き
に
、
絵
本
の
開
き
読
み

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
」
を
、
昨
年
の
８
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
２
月
か
ら
、

10
か
月
児
乳
幼
児
健
康
診
査
を
受
け
る

乳
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
も
う
一
度

絵
本
の
開
き
読
み
を
行
う
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
始
め
ま
す
。

対
象

乳
幼
児
健
康
診
査
（
10
か
月
児
）

を
受
け
る
乳
児
と
保
護
者

事
業
開
始
日

２
月
13
日

場
所

乳
幼
児
健
康
診
査
（
10
か
月
児
）

の
会
場
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
別
館
、
南

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
乳
幼
児
健
康
診
査
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
広
報
ひ
こ
ね
「
健
康
管
理
だ

よ
り
（
お
も
に
毎
月
15
日
号
、
２
月
の
予

定
は
１
月
１
・
15
日
号
に
掲
載
）
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、

健
康
管
理
課

（

24

０
８
１
６
番
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
未
来
室

28

１
５
８
０
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

「ブックスタート」
フォローアップ事業を
始めます
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部落差別をなくし、人権が

尊ばれる明るい地域社会を築

くため、青年が一堂に会し、

差別の現実から深く学び、自

分の中に潜んでいる差別する

心に気づくとともに、人の痛

みや喜びを共有し合える人間

関係をつくることを目的とし

て開催します。

日　時 ２月３日 ９：45～12：30

場　所 ひこね市文化プラザ　メッセホール

テーマ 出会おう、つながろう、踏み出そう

－見えない壁を低くしよう－

内　容 開会行事、意見交流会など

その他 手話通訳、託児あります。（託児は要予約）

対　象 市内に在住、在勤、在学の人

問い合わせ先 差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会

実行委員会事務局（ 教育委員会人権教育課内）

24 7971、FAX23 9190

「３R」とは、ごみを減ら

し、環境を大切にする社会

をつくるキーワードです。

３R活動交流会では、手づ

くり体験や、本のリサイク

ル市を通して、ものを大切

にすることをみんなで楽し

みます。

日　時 ２月16日 11：00～16：00

場　所 ビバシティ彦根　ビバシティホール、研

修室２（竹ヶ鼻町）

内　容 手づくり楽器の演奏会、交流会、わくわ

く手づくり体験、活動紹介、本のリサイクル市

など

問い合わせ先 循環社会推進課 077 528

3472、FAX077 528 4845、 生活環境課

30 6116、FAX27 0395

差別をなくし人権を尊ぶ
彦根市青年集会

おわびと訂正
広報ひこね１月１・15日号７ページの「日米修好通商条約締結150周年記念事業」において、 企画課の電話番号が

「30 6141」とあるのは、「30 6101」の誤りでした。おわびして訂正します。


